
国際的な標準化動向ウォッチのすすめ
- 活動の壁を乗り越える！ -
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国際的な標準化活動の前にある壁。。
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日本からIETFへの参加者は6年前から減少傾
向に。(スパイクは日本開催)

IETF参加者リスト
より集計

1.会社で標準化が認知されていない。

2.会社で標準化の重要性が認知されていない。

3.標準化の活動が成果として認められにくい。

4.継続的な参加のために時間を確保しにくい。

5.継続的な参加のための資金を確保しにくい。

6.継続的な参加の必要性を感じていない。

7.そのほか

国内の主に通信事業者を対象としたアンケートの結果”
所属組織における重要性の認知”の低さがみえてきた。

「今後のインターネットと標準化」に関するアンケート結果より, 2021年3月, JPNIC
https://blog.nic.ad.jp/2021/5805/

登録
人数

国内における技術開発やサービス開発のいわば下地となる”標準技術”。標準化活動に関わらずに
良く出来たサービスを”使って”いるだけで大丈夫なのでしょうか。
新しい技術のアーキテクチャが現れたとき私たちは議論についていけるのでしょうか。

回答数
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複数の標準化活動を“またぐ”イベントにご参加を！

IETF111報告会
パネルディスカッション

‐ 3GPP/モバイル ‐
2021年9月3日(金)

WebとWebトランス
ポートに関わる標準化

動向勉強会
2021年10月15日(金)

CA/Browserフォーラムに
おける最新動向と国際的な
トラストに関する勉強会
2021年10月22日(金)

「モバイルネットワークの
技術と使われるIETF技術
について」宮坂拓也さん

(KDDI総合研究所)

「W3Cホットトピック」
下農淳司さん

（慶応義塾大学/W3C慶応）

「IETFホットトピック -
Webトランスポート関連」

後藤浩行さん (GREE)

「CA/Browserフォーラムに
おける標準化の動向」

稲葉厚志さん
(GMOグローバルサイン)

「WebPKIとトラストと
ブランド」奥田哲矢さん
(NTT社会情報研究所)

IETFとW3C W3CとIETF
CA/Browser
フォーラム
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複数の標準化活動を“またぐ”イベントにご参加を！

電子署名に関わる
標準化動向 勉強会

- ETSIとISO -
2021年12月16日(木)

IETF112報告会
- 今年を振り返り
来年を予測する -

2021年12月17日(金)

「電子署名に関わる国内の動き」
小川博久(株式会社三菱総合研究所、
日本トラストテクノロジー協議会)

「標準化活動に参加してわかった外から
見たイメージとの違い」

西窪健太(テクノシステム株式会社)

「標準化活動を俯瞰してみる」
佐藤雅史(JNSA電子署名WG

サブリーダー(セコム株式会社IS研究所))

「WebとWebトランスポート関連」
後藤 浩行(GREE)

「SRv6MUP Architecture」
松嶋 聡(Softbank)

ETSIとISO

IETF
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標準化動向に配慮しながら仕事をしていくときの壁にな
にがあるか、そしてその壁を“乗り越える”ためには何が
必要か。

• 当日（202年1月27日）は、標準化活動に参加されている方に
近年の動向について解説いただき、その後に上記のテーマで
ディスカッションしていきます。

• JANOG Slack や当日の場でご意見お待ちしています！

4

会場でお会いしましょう！


